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監修のことば匪司
2013年12月4日の深夜，「和食」のユネスコ無形文化遺産登録が決定された。

正確にいえば「和食；日本人の伝統的な食文化」が，同保護条約の代表一覧表の

なかに記載されることが決定したわけである。それは大いに喜ばしいことであ

る。しかし，その一方では和食を，保護・継承する義務が，われわれ日本人に課

せられたことを意味している。

保護・継承すべき和食とは何か。各方面から何回となく問われてきたが，なか

なか意図するところは伝わらない。これを読めばわかる，というテキストが，ど

れほど必要か思い知らされた。その意味で，まさに本書こそ待望された書物であ

る。「和食とは何か」を詳しく説いた書物，さらに「和食を次世代に伝える食青と

は何か」を理解するうえで恰好の書物である。ユネスコから諌せられたわれわれ

の活動の指針となるべき書物ができたことを喜びたい。　　　　熊倉功夫

アイ・ケイコーポレーション
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